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川は流れてどこどこ行くの？
 多摩川のような大きな川も、 その源流を辿るとチョロチョロっとした水の湧き出しが始まりであるという話を聞いたことがあり
ます。 さすがに多摩川を遡ることはできないので、 玉川地区では身近な 「丸子川」 を調べてみました。 はたしてスタート地点
はどこで、 どこまで続いているのか？それは意外なところから始まって最後はやはりあそこへと向かうのでした。

* てくたくアサッチ＃27「用賀神社」用賀 2-16*
　用賀神社は以前神明社といい、 その創立の年代は不明ですが。 明治４１年 （1908）
に一緒に祀った八幡社は、 天正年間に鎌倉の鶴岡八幡宮より分霊を迎えたといわれて
います。 この明治４１年合祀の際には、 上用賀にあった天神社も合わせて祀られました。
祭神は天照大神、 応神天皇、 菅原道真ほか数柱です。 菅原道真は学問の神様として
　　　　　　　　有名ですが、 ここ用賀神社にも受験生のお参りがあります。 大祭は
　　　　　　　　以前 9月 25 日でしたが、 現在は 10 月 9日に宵宮、 10 月 10 日に
　　　　　　　　大祭が盛大に行われています。 また、 神田明神より移入したと伝え
　　　　　　　　られる獅子頭一対があり、昔は秋の大祭に五穀豊穣、悪疫退散を祈っ
　　　　　　　　て若衆に担がれて村内を練り歩いたと伝えられています。

源流～岡本公園民家園

丸子川の水源は、 写真左の大倉公園アスレチックコーナー下の池からの湧水と岡本三丁目小緑地付近の湧水といわれ
東名高速下で合流。 仙川とコヤマドライビングスクールの間を暗渠で流れたあと、 西谷戸橋から開渠となりその流れを

見ることができます。 その後、 水神橋を左にカーブし丸子川親水公園を経て、 岡本公園民家園の前を通り、 二子玉川方面へと向かいます

仙川沿いの暗渠 水神橋を左へカーブ 親水公園は水も綺麗で、 魚なども見ることができます。 岡本公園民家園前

大蔵公園下の小川

岡本公園民家園～国道 246

静嘉堂緑地で谷戸川と合流。 さらに小さな流れが
丸子川に流れ込んできます。 こうやって川は大き
くなっていくのですね。 丸子川は変わりませんが。 静嘉堂緑地沿い川に架かる自家用橋二子玉川商店街先の橋国道２４６の下を流れる

246 ～上野毛自然公園

田園都市線の下を流れる 木漏れ日のギャラリー横

大山道道標は、 １７７７年の建立。
南大山道、 左西赤坂道、 右東
目黒道と記されています。 大山道道標の石柱 大井町線の下を流れる 橋を渡れば上野毛自然公園

上野毛自然公園～等々力渓谷

国道２４６を越すと川というより用水路と言ったほうがしっくりくる風情になります。 写真右第三京浜の下には水
門がありました。 さらに進んでいくと善養寺の赤い橋が境内へと誘います。 その後川沿いに歩けなくなり、 丸
子川は民家の間を流れていきます。 再び川沿いを歩くことが出来るところに錆びて時代を感じさせる表示板が
ありました。 この先でいよいよ等々力渓谷とクロスします。 川が十字に交わるところをどう処理しているのか？

幾多の風雨に耐えてきた表示板 民家の間を流れる丸子川 善養寺には様々な石仏が安置されています。 参詣の価値有り！ 第三京浜下の水門

第三京浜の下を流れる

▼



ご自宅まで配達します！
アサッチのオススメ本！8 月

2015 年

お金をかけずに老後を楽しむ
　　　　　　　　　贅沢な節約生活
 
 　
著者：保坂 隆　朝日新聞出版刊　定価：１４０４円（税込）

◆主な内容◆

お金をかけなくても、老後の日々を楽しく過ごすことはできる。

聖路加国際病院の精神科医の著者が、楽しくムダを省きながら、

時に贅沢に、優雅に日常を楽しむヒントを伝授。お金を出して

便利なサービスに頼るよりも、知恵を出し、体と心を動かして

毎日の生活をアクティブに楽しむことが、健康長寿の秘訣です。

等々力渓谷～都市大前

写真左の暗渠の中で等々力渓谷とクロスして
います。 ２番目の写真はサイフォンの原理を

利用して噴き出してくる丸子川。 いろんな方法があるんですね。
暗渠ではなく開渠にして公開して欲しいと思いました。

等々力渓谷を越すと昔な
がらの風情の川に戻り自
然の中を優雅に流れます。

定期的にドバーッと噴き出します カモの一家でしょうか？ 東京都市大学

都市大の前を流れる奥に尾山台ナザレン教会

都市大前～田園調布八幡神社

都市大の前を通りさらに進んでいくと丸子川に架かる橋が広くて綺麗になりました。 地名を見て気付きました。
大田区に入っていたのです。 行政の違いが橋にも ・ ・ ・ 。 かどうかわかりませんがちょっと驚きました。 その後
田園調布五郵便局、 田園調布八幡神社の前を通り進んでいくと溜池に水を逃がすための水門がありました。

広くて綺麗な橋が続きます川面に降りる石階段が田園調布五郵便局田園調布八幡神社の鳥居田園調布八幡神社

意外と大きい水門 田園調布八幡神社～多摩堤通り

溜池には魚が泳いでいました 浄土宗寺院の照善寺は 1639 年、 相蓮社廣誉全公が開山となり創建 遠くに亀甲山古墳が見えてきた 多摩堤通りと合流

いきなりドブ川のように

閑静な住宅街を流れる丸子川。 照善寺境内には法然上人像が祀られています。 遠くに亀甲山古墳が見えてき
ました。 多摩堤通りとの合流地点には旧巨人軍多摩川グランドがあります。 星飛雄馬はもちろんいません。

多摩堤通り
　　　～終着点

旧巨人軍多摩川グランド多摩川台公園公園から見たカトリック田園調布教会公園下で直角に曲がり多摩川へ

多摩堤通りの下を通り

多摩川へ流れ込み終着 多摩川浅間神社 多摩川浅間神社テラスからの眺め

多摩堤通り沿いの丸子川は今までの風情が嘘のように急にドブ川のようになって
しまいます。 そして、 そのまま中原街道を突っ切るかと思いきや手前で９０度右
に曲がり半ば強引に多摩川へ流れていきます。 ちょっと呆気ない終着でした。

終着地にある多摩川浅間神社からの眺めは素晴らしく一見の価値があります。 是非参詣してください。
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